
｢小樽市ふるさとまちづくり協働事業｣ 事業報告書 

 １／２ 

団  体  名 おたるエデュケーション 

事  業  名 小樽のまちに学びの場と機会を作ろう 2019 

実施期間  2019年 6月～2020年 2月 

事業の目的及び

期待する効果 

小樽市内の不登校児童生徒数は、年々微増しており、平成２９年度で

約１００名おり、形式卒業し、高校進学をしても再び不登校になるケ

ースも多い。小樽市内では、現在、フリースクールもなく、教育委員

会の登校支援室には約２０名～３０名登録しているが、残りの約７０

名～８０名の中には学びの機会を逸している児童生徒が多く存在し

ている。不登校児童生徒の多くは学校に行けないことで自己肯定感が

低くなっており、家庭以外に居場所がないケースが多い。  

 そのため、家庭以外の安心できる居場所を用意し、自ら学び自立し

ていくためのサポートを目的とする。  

 その結果、家庭・学校以外の第３の居場所で自分らしさを見つけけ

ることで、自己肯定感が徐々に上がり、自ら学び、自立していくこと

につながっていくと期待する。  

実 施 額 

 

事業費 

 

 

254,463円 

 

 

助成額 

 

 

236,563円 

 

事業内容  

別紙のとおり～「活動記録 2019」を参照 

 

 

 

 

 

○内容が分かる「資料やチラシ等」を添付してください 

◎事業の日程について                                           ２／２ 

実施時期  実施内容  
想定している事業  

（参加者数等）  

事業効果 

（実績） 

６月～３月  居場所づくり  10 名×40 回   

７月  ボランティア向け研修会  ２０名  13名 

１月  ボランティア向け研修会  ２０名  20名 

１月  子どもの学び体験  ３０名  23名 



◎事業評価について                               

１．事業の目的の達成度 

今年度、はじめての取り組みとして正直活動してみないと分からない部分を持ちながらのスタートでした。 

年齢別で小学生低学年くらいだと自己肯定感が下がっていても保護者さえその子の状態を認められてい

たら活動に参加しやすく、元気に過ごせていると感じることができた。年齢があがるほど保護者も含め自己

肯定感が下がっている状態ではなかなか活動には参加しづらい傾向があると思われ、今後の課題である。 

また、この事業を展開し、広報が多くできたことから不登校の児童生徒の保護者と話す機会が増えたが、

保護者がそのままの子どもの状態を認められていると家で安心して過ごせている様子を聞く機会にも恵まれ

た。 

居場所の提供、課外活動等 3～4 回/月と必要としている子には少ないが、活動日の満足感は私たちにも

伝わり、保護者からも楽しかったことが帰ってきた時に様子でわかると感謝の連絡を頂戴することも何回か

あった。これらのことから達成度としては悪くないと考えている。しかしながら、勉強を意識している子ども本

人や保護者も多いことから、今までの居場所づくりの他に「学習の日」の提供を考えている。 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

アンケートから(研修会) 

・大変良いレポートだった 

・対象を絞って、発表したらどうか 

・当事者の保護者、子どもにもこのような居場所を知っていただけることが 

大事だと思う。 

・具体性が足りないのでは次のステップに進んではどうか？ 

・皆さんの生きる力がどこから来ているのか…感じることができて、とてもパワーをも

らった。 

      ・漠然としていたので良かったなあと思う。代表の竹生さんがきちんと自分の経 

験を言葉にできて、すごいと思う。また、参加したい。 

・時間が圧倒的に足りない。今、こうだよね～ってだけで、「未来」「ビジョン」 

が見えない。 

・種々の情報があり、勉強になった。 

      居場所づくりについては、学校では体験できない学びや遊びの時間を過ごし、子どもにとって

充実していたと保護者から感謝されている。 

３． 今後の事業について 

アンケートから(研修会) 

・親や現場の先生を対象にした話し合い、トークの場を設けてほしい。 

・もう一度この企画をしてほしいと思います。 

・次のステップを! 

・今回の企画を頻度多くしてほしい。 

・ボランティアが具体的にどうしたらよいか、言葉のかけ方など 

・読み聞かせ等 

    という意見もあったので、現状理解と更なる段階に進めるような企画を工夫してい 

きたい。 

居場所づくりについては、将来的には常設を目指し、資金とボランティァの確保に励みたい。 

 



<別紙>






